
遠賀中央幼稚園　避難訓練
令和４年 10 月４日

　今年も遠賀町消防団第２分団を招いて
避難訓練が行われました。園児たちは、
園舎から運動場まで、一列に並んでしっ
かりと避難できました。その後、消防団
員が消防車を使っての放水作業を行い、
消火訓練を披露しました。
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アフターコロナを見据えた
　９月定例会は、９月５日から21日まで17
日間開催されました。
　議案は、令和３年度一般会計と６つの特
別会計等の決算、条例改正、令和４年度一
般会計補正予算など、20件が上程され、慎
重審議を行いました。

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ９８億４７３９万円 ９３億３１３４万円 ５億１６０５万円

下 水 道 事 業 会 計
（収益的）５億９３１０万円 ５億８０１１万円 １２９９万円
（資本的）３億３６０３万円 ４億７８７８万円 ▲１億４２７６万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２２億３８９８万円 ２２億　２９１万円 ３６０６万円
住宅新築資金等貸付事業 ８４４万円 ８１３万円 ３１万円
遠賀霊園事業 ６０６７万円 ５５６０万円 ５０８万円
土地取得 ２９９万円 ２９４万円 ５万円
後期高齢者医療 ３億７７０４万円 ３億７３７０万円 ３３５万円

定例会９月

監査委員要望事項
　本年度の普通会計の決算状況をみると、
実質単年度収支は 1 億 9896 万円の黒字
であり、実質収支比率は 7.7％となって
いる。経常収支比率は 82.7％と前年度
比 9.2 ポイント低下、実質公債費比率は
6.6％となっている。決算額の歳入は前
年度比 6.8％減、歳出は前年度比 8.4%
減となっており、決算規模は令和 2 年度
と比較して縮小している。
　こうした中、前年度に引き続き、新型
コロナウイルス感染症に翻

ほん

弄
ろう

された 1 年
となった。これに加え、ロシアのウクラ
イナ侵攻に伴う世界経済の不安定化の影
響も重なり、今後の自治体の行財政運営
はさらに厳しいものとなることが予想さ
れる。
　これまで以上に効率的・効果的な行政
財政運営を図っていただくよう要望する
ものである。

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

町税の税目別収入状況 （万円未満四捨五入）

固定資産税
９億２１５３万円

たばこ税
１億４１９７万円

軽自動車税
６３５０万円

町民税
９億３１６万円

令和3年度  ２０億３０１５万円

歳入総額
98 億 4739 万円

依存財源　66.3％
（内訳）

国・県支出金　 31.9％　 地方交付税　 20.7％
町債（借入金）　　6.9％　 地方消費税交付金　　4.4％
そ の 他　　2.4％

 令和 3 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

自主財源　33.7％
（内訳）
町　　税　 20.6％　 寄 附 金　　3.4％
分担金・負担金　　3.0％　 諸 収 入　　1.0％
繰 入 金　　0.9％　 そ の 他　　4.9％

行財政運営を！アフターコロナを見据えた 行財政運営を！
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アフターコロナを見据えた

●ふれあい広場トイレ水洗化工事、今古賀
　中央公園遊具更新工事等　７１４８万円
　ふれあい広場のトイレ水洗化、今古賀中
央公園の大型遊具更新並びに公園施設の点
検・補修を行い安全確保に努めました。

●駅舎・歩行通路等工事委託、おんがみらいテラス建設工事、
　駅北側広場改修工事、物件移転補償等　９億６３４４万円
　駅の北側と南側から改札につながる整備が予定通りに進み、
おんがみらいテラス建設工事に着手するとともに、予定して
いた現地建物の移転補償契約も締結しました。

一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページをご覧ください。
※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、小計と合計に差違がある場合
　があります。

その他
　

３億８３２４万円

民生費

３５億９４６５万円

総務費

１２億５８３４万円

教育費

６億６６４０万円

消防費

２億６２９８万円

公債費
（借入金の返済）

６億１３１２万円

衛生費

６億２７２７万円

（内訳）
農林水産業費　1 億 8406 万円
商 　工 　費　1 億　707 万円
議　 会 　費　　　 9045 万円
災 害 復 旧 費　　　  166 万円

歳出総額
93 億 3134 万円

民生費
38.5％

教育費
7.1％

土木費
20.6％

総務費
13.5％

消防費
2.8％

その他
4.1％公債費

（借入金の返済）
6.6％

土木費

１９億２５３４万円
衛生費
6.7％

　令和 3 年度 決算認定
決算規模は縮小、新駅舎・ペデストリアンデッキ完成

（一般会計・後期高齢者医療特別会計　　　　
　　　　　　　　　　　　　 賛成多数認定）
（その他すべて　 　　　　　全員一致認定）

アフターコロナを見据えた
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歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
町
税

の
徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」
「
補
助
金
を
予

算
ど
お
り
確
保
で
き
て
い
る

か
」
「
そ
の
他
収
入
確
保
の

努
力
が
十
分
で
あ
っ
た
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事

業
効
果
が
上
が
っ
た
か
」
に

着
目
し
、
具
体
的
に
は
「
支

出
が
適
法
適
正
に
な
さ
れ
て

い
る
か
」
「
不
用
額
は
妥
当

で
あ
る
か
」
「
予
算
の
流
用

や
予
備
費
の
充
当
は
適
正
か
」

「
補
助
金
の
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
か
」
な
ど
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を

認
定
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
疑
が

あ
り
ま
し
た

遠
賀
霊
園
あ
り
方
検

討
委
員
会
で
の
合
葬
墓
の
検

討
は
、
場
所
等
含
め
進
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
何
か
問

題
が
あ
る
の
か
。

濵
田　

竜
一

中
野　

嘉
徳

田
代　

順
二

委
員
長

副
委
員
長

萩
尾　

修
身

平
見　

光
司

仲
摩　

靖
浩

合
葬
墓
や
永
代
供
養

墓
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
候

補
地
も
こ
の
辺
り
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
、
委
員
会
で
提
案

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
は

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
回
答
を
ま
と
め
上
げ
て

委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

政
治
学
級
は
、
希
望

者
が
自
主
的
に
作
っ
て
い
る

と
い
う
捉
え
方
か
。

政
治
学
級
は
自
主
学

級
と
い
う
形
で
、
身
近
な
社

会
勉
強
を
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
も
の
で
、
自
主

的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
政
治
の
勉
強
を

し
て
い
く
組
織
で
現
在
、
高

齢
化
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

新
た
な
募
集
を
行
う
こ
と
を

話
し
合
う
予
定
で
あ
る
。

合葬墓等が検討されている遠賀霊園

防
災
ウ
ォ
ー
ク
に
町

民
が
約
１
０
０
０
人
参
加
し

た
が
、
効
果
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。

今
回
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
改
訂
が
重
な
っ
た
た
め
実

施
し
た
。
こ
の
防
災
ウ
ォ
ー

ク
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
実

際
歩
い
て
み
て
、
避
難
経
路

を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
交
付
金
を

活
用
し
た
の
で
今
回
限
り
だ
。

デ
ジ
タ
ル
庁
長
官
が

今
年
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
１
０
０
％
普
及
を
目
標

現
在
、
本
町
の
保
有

率
は
３
月
末
で
、
39
・
７
％

で
あ
り
、
令
和
４
年
度
末
ま

で
に
は
難
し
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
広
報
や
回
覧
等

で
お
知
ら
せ
し
て
か
な
り
申

請
が
増
え
て
い
る
状
況
だ
。

に
立
て
て
い
る
が
、
順
調
に

推
移
し
て
い
る
の
か
。

保
育
所
の
待
機
児
童

は
、
３
月
末
は
28
人
い
た
が

現
在
は
０
人
で
あ
る
。
余
剰

定
員
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
受
け
入
れ
を

継
続
し
て
お
り
入
所
可
能
で

あ
る
。
た
だ
、
３
歳
児
ク
ラ

ス
は
、
そ
ろ
そ
ろ
入
所
で
き

な
い
状
況
が
発
生
す
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
企
業
主

導
型
保
育
所
は
、
利
用
者
が

少
な
く
受
け
入
れ
可
能
だ
。待機児童解消へ増設された保育園

令
和
元
年
度
に
健
全

化
計
画
を
策
定
し
た
段
階
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
必
要
で
な
い
か
と
い
う
議

論
が
出
て
い
た
し
、
こ
の
決

算
で
は
１
５
０
０
万
円
弱
位

繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
税
率
改
正
は
、
運

営
協
議
会
で
十
分
議
論
を
尽

く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前

提
だ
が
、
県
２
号
繰
入
金
の

要
綱
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療

費
高
騰
、
物
価
上
昇
等
は
入

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
県
が

指
定
項
目
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
運
営
協
議
会
の

意
見
も
し
っ
か
り
お
聞
き
し

て
、
要
望
等
含
め
て
考
え
て

い
き
た
い
。

県
が
国
保
の
運
営
方

針
を
出
し
た
令
和
元
年
度
と
、

今
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓

延
、
物
価
高
騰
な
ど
あ
る
中
、

そ
の
ま
ま
国
保
税
を
上
げ
る

の
は
住
民
負
担
が
大
き
い
。

県
２
号
繰
入
金
を
使
う
こ
と

や
財
源
が
県
に
な
け
れ
ば
国

に
対
し
予
算
の
確
保
を
お
願

い
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
。

令和３年度一般会計と６つの特
別会計等の歳入歳出決算につい
て、各担当課から主要施策の事
業実績を中心に概要聴取を行い、
予算がどのように事務事業に反
映されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会

9月12日〜14日

令和3年度令和3年度

   

委
員
長
報
告

決算特別委員会

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

議 

員
議 

員
課 

長

議 

員

議 

員

議 

員
議 

員
課 

長

課 

長
課 

長

課 

長

課 

長
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
５
回
目
の
補
正
予
算
は
、
１
億
６
３
０
９
万
円
を
増
額

し
、
予
算
規
模
は
83
億
５
１
６
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
任

に
同
意
す
る
も
の
。

　

三
浦　

知と
も

洋ひ
ろ　

さ
ん

（
新
町
区
）

●
任
期　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
４
年
11
月
10
日
か
ら

　

令
和
８
年
11
月
９
日
ま
で

【
主
な
も
の
】

備
品
購
入
費

９
７
万
円

　

30
年
以
上
経
て
劣
化
し
た

町
旗
を
作
り
替
え
る
も
の
。

工
事
請
負
費

４
０
０
万
円

　

鬼
津
区
内
の
平
田
川
サ
イ

フ
ォ
ン
の
改
修
工
事
を
行
う

も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
自
宅
療
養
者
等
生
活

支
援
給
付
費

５
１
８
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
、
自
宅
療
養

中
の
人
が
い
る
世
帯
に
対
し

て
、
食
料
品
を
含
む
生
活
物

資
を
支
給
す
る
も
の
。

(

全
員
一
致
承
認
）

未
来
へ
つ
な
ぐ
生
活
支
援
商

品
券
事
業

２
億
３
５
４
万
円

　

２
年
半
を
超
え
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
自
粛
生
活
に
加
え
、
燃
料

価
格
・
食
料
品
な
ど
の
物
価

高
騰
に
よ
り
、
町
民
の
生
活

は
大
き
な
影
響
を
受
け
続
け

て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
町
民
の
生

活
を
支
援
し
、
地
域
経
済
を

循
環
さ
せ
、
明
る
い
未
来
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
町
民
一

人
あ
た
り
１
万
円
分
の
商
品

券
を
交
付
す
る
「
遠
賀
町
未

来
へ
つ
な
ぐ
生
活
支
援
商
品

券
事
業
」
を
実
施
す
る
も
の
。

山
手
線
道
路
改
良
工
事(

そ

の
５
）
請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
一
致
可
決
）

　

戸
切
川
左
岸
側
の
地
盤
改

良
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

７
７
５
６
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
大
和
総
合
建
設

▽
工
期

　

令
和
５
年
３
月
17
日

駅
南
地
区
防
災
水
路
改
築
工

事
に
伴
う
令
和
４
年
度
実
施

協
定
の
締
結

（
全
員
一
致
可
決
）

　

駅
南
地
区
防
災
水
路
全
長

６
４
８
ｍ
内
の
約
90
ｍ
を
令

和
４
年
度
に
改
築
す
る
も
の
。

▽
協
定
の
目
的

　

駅
南
地
区
防
災
水
路
改
築

　

工
事
に
伴
う
遠
賀
町
遠
賀

　

川
駅
南
土
地
区
画
整
理
組

　

合
と
の
委
託
協
定

▽
協
定
金
額

　

１
億
１
４
４
５
万
円

▽
協
定
の
相
手
方

　

遠
賀
町
遠
賀
川
駅
南
土
地

　

区
画
整
理
組
合

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く

ら
空
調
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結

（
全
員
一
致
可
決
）

　

既
存
の
ガ
ス
式
空
調
設
備

を
電
気
式
に
改
修
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

５
８
２
０
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
佐
藤
商
店

予
防
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
委
託
料

１
７
６
０
万
円

　

10
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
実
施
に
伴
う
予
約
業
務
を

委
託
す
る
も
の
。

集
団
接
種
執
務
委
託
料

１
１
７
７
万
円

　

10
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
実
施
に
伴
う
医
療
従
事
者

へ
の
委
託
料
を
計
上
す
る
も

の
。

ワクチン接種会場

生活支援商品券

おんがみらいテラス完成予想図

専
決
処
分
の
承
認

          （
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

人
事
案
件

契　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

▽
工
期

　

令
和
５
年
３
月
31
日

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定（

賛
成
多
数
可
決
）

　

令
和
５
年
４
月
１
日
オ
ー

プ
ン
予
定
の
交
流
施
設
「
お

ん
が
み
ら
い
テ
ラ
ス
」
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

▽
指
定
管
理
者

　

み
ら
い
テ
ラ
ス
管
理
運
営

　

共
同
企
業
体

　

(

代
表
企
業)

　

株
式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

　

ジ
ネ
ス
ジ
ャ
パ
ン

　

(

構
成
企
業)

　

株
式
会
社
サ
ン
・
ラ
イ
フ

▽
管
理
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 4 年度

1
億
6
3
0
9
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
３
回
目
の
補
正
予
算
は
、

８
２
２
１
万
を
増
額
し
、
予

算
規
模
は
79
億
８
５
０
１
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】

子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券

３
０
０
０
万
円

　

高
校
生
世
代
以
下
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者
に
、
子
ど

も
一
人
当
た
り
１
万
円
分
の

商
品
券
を
交
付
し
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
も
の
。

が
ん
ば
れ
学
生
お
ん
が
エ
ー

ル
給
付
金

２
０
０
０
万
円

　

物
価
高
騰
な
ど
に
直
面
し
、

苦
し
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る

遠
賀
町
出
身
の
学
生
を
支
援

す
る
も
の
。
一
人
に
つ
き
、

５
万
円
を
給
付
す
る
。

賛否が分かれた議案　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）　※全員一致の議案は除いています。

議席番号 １2 3 4 5 6 7 8 9 10111213

会議名 萩
本
中
野
舛
添
萩
尾
二
村
加
藤

(

欠
番)

田
代
仲
摩
濵
田
平
見
織
田
仲
野

９月
定例会

公の施設に係る指定管理者の指定について ○○○○○○／▲○○○○
（
議
長
）

令和３年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
令和３年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
萩尾修身議員に対する議員辞職勧告決議を求める動議 ▲○○／○▲／▲○○○○

議案名 議員名

中
小
事
業
者
物
価
高
騰
等
支

援
金

２
８
７
５
万
円

　

物
価
高
騰
ま
た
は
燃
料
油

価
格
高
騰
等
（
原
材
料
費
・

燃
料
費
・
光
熱
水
費
）
の
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
、
物
価
上
昇
率
（
前

年
同
時
期
と
の
比
較
）
に
応

じ
て
支
援
金
を
支
給
す
る
も

の
。

上
昇
率
３
％
以
上
５
％
未
満

・
一
律
５
万
円

上
昇
率
５
％
以
上

・
一
律
10
万
円

地
区
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用

ご
み
箱
設
置
補
助
金

２
５
０
万
円

　

各
自
治
区
よ
り
要
望
の
あ

っ
た
、
ご
み
箱
43
基
を
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
す

る
も
の
。

現在、設置されているごみ箱

猫
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
の

請
願

（
紹
介
議
員　

濵
田　

竜
一
）

（
全
員
一
致
採
択
）

【
請
願
の
要
旨
】

　

近
隣
の
飼
い
猫
の
敷
地
内

へ
の
侵
入
に
よ
り
、
ふ
ん
尿

や
騒
音
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、

猫
に
よ
る
被
害
の
対
策
に
係

る
費
用
も
か
さ
み
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
へ

の
健
康
被
害
も
心
配
さ
れ
る

た
め
、
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
４

点
に
つ
い
て
町
に
対
策
を
求

め
る
。

１
．
飼
い
主
と
し
て
の
責
任

　

や
モ
ラ
ル
を
遵
守
す
る
よ

　

う
な
指
導

２
．
忌き

避ひ

材
等
の
猫
よ
け
に

　

係
る
費
用
に
対
す
る
補
助

３
．
敷
地
内
へ
の
侵
入
を
防

　

ぐ
超
音
波
発
生
装
置
等
の

　

被
害
軽
減
器
の
無
償
貸
し

　

出
し

４
．
ふ
ん
害
等
の
防
止
に
関

　

す
る
条
例

令和 4年度
　
　

８
２
２
１
万
円
増
額

            

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

7
月
15
日
開
催

臨  

時  

会

臨  

時  

会

7 月

7
月
15
日
開
催

請　
　

願

　請願に対する第二常任委員会の委員長報告

　　この請願は、近所の飼い猫が自宅敷地内に侵入することにより、ふん尿被害や騒音被害に悩まされた

　７名の住民から出されたものである。

　委員会の質疑・討論では、

・県が貸し出している超音波発生装置は宗像・遠賀保健福祉環境事務所で10台しかなく、少なくとも７名

　の方が一斉に希望した場合に足りるのか。町でスムーズに貸し出せるように配慮するべきではないか。

・条例の制定についてはかなりの自治体で制定しているので、前向きに検討する必要があるのではないか。

・町の立場としては難しい部分はあるが、議会の立場としては住民の思いを行政にしっかり伝えるべきだ。

　などの意見が各委員から出された。

　以上を踏まえ採決をした結果、全員一致で採択となった。
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一　般　質　問
令 和 4 年  9  月  8  日

「おんがみらいテラス」に
投票所の開設を

期日前投票所の開設を、研究する
ように指示している

投
票
率
の
低
下
対
策

と
し
て
考
え
て
い
る
方
策
を

尋
ね
る
。投

票
率
の
低
い
若
年

遠
賀
川
駅
舎
と

「
お
ん
が
み
ら
い
テ
ラ
ス
完
成
予
想
図
」

投
票
所
の
開
設
を
期
待
し
ま
す

層
に
向
け
①
18
歳
到
達
者
全

員
に
啓
発
冊
子
と
グ
ッ
ズ
の

送
付　

②
投
票
立
会
人
の
募

集　

③
町
内
小
中
学
校
に
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
参
加
案
内　

④
期
日

前
投
票
へ
行
く
た
め
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
券
を
配

布
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
投
票
率
向
上
対
策

を
実
施
す
る
。

①
選
挙
事
務
へ
の
若

者
の
積
極
的
な
活
用　

②
学

校
で
模
擬
選
挙
の
実
施　

③

大
学
生
や
高
校
生
・
小
中
学

生
議
会
の
開
催　

④
「
み
ら

い
テ
ラ
ス
」
で
の
投
票
所
の

開
設
を
提
言
す
る
。

選
挙
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的

な
発
信
を
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。
「
み
ら
い
テ
ラ
ス
」

に
投
票
所
の
開
設
は
、
担
当

課
長
に
研
究
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。

現
在
、
国
で
は
令
和

６
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改

定
に
向
け
て
の
議
論
が
始
ま

っ
て
い
る
。
５
月
に
財
務
省

の
財
政
制
度
等
審
議
会
が
ま

と
め
た
提
言
で
は
、
要
介
護

認
定
者
の
う
ち
、
要
介
護
１

・
２
の
人
を
地
域
支
援
事
業

へ
移
行
が
示
さ
れ
て
い
る
。

移
行
さ
れ
た
場
合
、
本
町
と

し
て
の
問
題
点
と
、
対
応
で

き
る
の
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
利
用
料
の
原
則
２

割
負
担
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
利
用
者
負
担
の
導
入
も

示
さ
れ
て
い
る
。
実
施
さ
れ

た
場
合
、
利
用
制
限
が
生
じ

重
症
化
す
る
の
で
は
な
い
か

危
惧
し
て
い
る
。
対
応
を
尋

ね
る
。

要
介
護
１
・
２
の
人

が
地
域
支
援
事
業
へ
移
行
さ

れ
た
場
合
、
①
地
域
支
援
事

業
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
体
制
確
保　

②
介
護
給
付

か
ら
予
防
給
付
に
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
報
酬
単
価
の
減
少
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

運
営
の
圧
迫　

③
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
な
ど
総
合
事
業
の
受

け
皿
環
境
の
整
備
が
問
題
と

な
る
。

　

今
後
の
動
き
に
注
視
し
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
来
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
制
限
が
生
じ
、

重
症
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
で
の
問
題
点

の
共
有
を
図
り
、
国
に
対
し

慎
重
な
議
論
を
求
め
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
も
「
学
校
部
活
動

　

の
地
域
移
行
」
と
「
古
野
町

　

長
４
年
間
の
町
政
運
営
と
今

　

後
の
方
針
」
に
つ
い
て
質
問

　

し
ま
し
た
。

「
み
ら
い
テ
ラ
ス
」

に
投
票
所
の
開
設
を

軽
要
介
護
の
地
域
支

援
事
業
で
の
対
応
は

お     だ　         たか のり

織 田 　 隆 徳

議
員

議
員

議
員

町　

長

町　

長

町　

長

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （https://www.town.onga.lg.jp）で公開します。
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（https://www.town.onga.lg.jp）で公開します。

の
旧
建
築
基
準
法
で
建
設
さ

れ
た
公
民
館
は
、
若
松
・
鬼

津
・
尾
崎
・
今
古
賀
・
広
渡

・
木
守
の
６
公
民
館
で
あ
る

が
、
平
成
25
年
度
に
こ
れ
ら

の
公
民
館
す
べ
て
に
耐
震
診

断
を
行
い
、
安
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
公
民
館

に
つ
い
て
も
す
べ
て
新
建
築

基
準
法
に
基
づ
い
て
建
設
さ

れ
て
お
り
、
安
全
で
あ
る
こ

本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
、
千
代
丸
公
民
館

・
道
管
集
会
所
以
外
の
地
区

公
民
館
は
緊
急
指
定
避
難
場

所
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
月
５
日
の
町
内
一
斉
訓

練
で
は
「
震
度
６
強
」
の
地

震
が
想
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
大
き
な
地
震
で
は
、
余

震
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
ま

た
余
震
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

被
害
が
拡
大
す
る
。
地
区
公

民
館
の
耐
震
性
や
安
全
性
は

担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

昭
和
56
年
６
月
以
前

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

は
、
災
害
時
に
は
、
ホ
テ
ル

や
知
人
宅
、
車
中
泊
避
難
等

の
分
散
避
難
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
町
で
の
車

中
泊
避
難
場
所
の
整
備
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

現
在
、
高
台
に
位
置

各地区公民館の耐震性は担
保されているのか

避難場所としている地区公民館に
ついては安全と判断している

地
震
発
災
時
、
各
地
区
公
民
館
は
緊

急
指
定
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
が

と
を
確
認
し
て
い
る
。

す
る
企
業
や
社
会
福
祉
法
人

等
に
災
害
時
に
お
け
る
駐
車

場
の
一
時
使
用
に
つ
い
て
の

依
頼
を
行
い
、
災
害
時
協
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

協
定
締
結
の
折
に
は
、
住

民
の
方
々
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
「
ど
こ
ど
こ
の

施
設
に
は
自
家
用
車
何
台
分
」

と
い
っ
た
形
で
、
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
も
駐
車
場
の

一
時
使
用
が
で
き
る
施
設
等

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
協

力
い
た
だ
け
る
企
業
等
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

本
町
の
防
災
士
育
成

事
業
で
は
、
資
格
取
得
の
た

め
に
全
額
（
１
万
１
５
０
０

円
）
を
補
助
し
て
い
る
。
費

用
対
効
果
を
確
認
す
る
た
め

に
も
資
格
取
得
後
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
る

の
か
。

町
の
補
助
で
資
格
を

取
得
さ
れ
た
方
々
に
は
当
然
、

今
後
の
活
動
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て

の
方
々
の
活
動
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
た
だ
、
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
て
活
動
し

て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
今

後
は
こ
の
よ
う
な
連
携
も
必

要
と
考
え
る
。

防
災
士
の
活
動
に
は
、

情
報
交
換
・
意
見
交
換
・
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
を
行
う

「
場
」
が
必
要
だ
。

　

協
議
会
や
連
絡
会
等
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
、
町
で
は
任
意

の
団
体
設
立
に
向
け
た
働
き

か
け
を
進
め
て
い
る
。

はぎ もと           えつ    こ

萩 本 　 悦 子

地
区
公
民
館
の
耐
震

性

車
中
泊
避
難
場
所
の

整
備

防
災
士
の
活
用

議
員

議
員

議
員

議
員

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

令 和 4 年  9  月  8  日
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一　般　質　問

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ

文
科
省
調
査
結
果
の
新
聞
記
事

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
９
月
11
日
付
よ
り
抜
粋

文
部
科
学
省
が
事
務

連
絡
で
、
学
校
給
食
費
保
護

者
負
担
軽
減
を
改
め
て
呼
び

か
け
た
。
ど
う
応
え
る
の
か
。

文科省の学校給食費負担軽
減要請にどう応えるのか

子育て支援も優先的に検討し、配
分額の約半分を充当している

原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
よ
り
、
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
住
民
全
て
が
こ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
政
府
は

そ
の
状
況
を
鑑
み
、
新
型
コ

ロ
ナ
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
本
町
に
も
６
５
１
６
万
円

配
分
し
た
。
事
務
連
絡
を
受

け
、
真
に
困
窮
し
て
い
る
方

か
ら
優
先
的
に
全
８
事
業
の

緊
急
対
策
を
講
じ
た
。

　

子
育
て
支
援
も
優
先
的
に

進
め
、
学
校
給
食
支
援
事
業

と
子
育
て
世
帯
商
品
券
交
付

事
業
を
実
施
し
、
配
分
額
の

約
半
分
を
充
当
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

生
活
支
援
商
品
券
事
業
で
追

加
の
間
接
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
を
適
時
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
食
育
推
進
に
お
い
て
学

校
給
食
は
、
食
へ
の
関
心
を

高
め
る
重
要
な
時
間
と
考
え

て
お
り
、
物
価
高
騰
に
応
じ

て
こ
れ
ま
で
通
り
の
地
元
産

食
材
を
使
用
し
た
栄
養
バ
ラ

ン
ス
や
量
を
保
っ
た
学
校
給

食
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
給

食
費
の
値
上
げ
で
保
護
者
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
と

食
材
費
高
騰
分
の
措
置
と
し

て
、
７
月
臨
時
会
で
給
食
材

料
費
２
４
１
万
円
の
増
額
を

承
認
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

は
、
対
象
者
が
限
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
対
象
者
が
広
く
、

支
援
内
容
も
幅
広
く
活
用
で

き
る
子
育
て
世
帯
商
品
券
交

付
事
業
を
決
定
し
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
生
活
支
援
商
品
券
事

業
も
併
せ
、
学
校
給
食
費
の

直
接
的
軽
減
で
は
な
く
、
間

接
的
な
支
援
で
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

国
葬
は
国
民
に
弔
意

を
強
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
町
の
考
え
を
尋
ね
る
。

国
葬
は
、
国
に
お
い

て
行
わ
れ
る
儀
式
だ
。
安
倍

元
総
理
の
国
葬
実
施
は
閣
議

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
国
よ
り
本
町
に
対
し
、

国
葬
実
施
に
伴
う
通
知
等
は

何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
今
回
の
国
葬
が
町

民
に
対
し
、
弔
意
を
強
制
す

る
と
い
う
認
識
は
な
い
。

政
府
は
、
学
校
で
の

弔
旗
の
掲
揚
や
黙
と
う
に
つ

い
て
検
討
中
と
し
て
い
る
。

教
育
基
本
法
は
政
治
的
中
立

を
う
た
う
が
考
え
を
尋
ね
る
。

文
部
科
学
大
臣
が「
国

葬
実
施
に
あ
た
り
、
国
民
一

人
一
人
の
弔
意
を
求
め
る
と

の
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
教
育
委
員
会
へ
の

弔
意
表
明
の
協
力
要
望
は
し

な
い
」
と
明
言
し
た
。
よ
っ

て
、
現
時
点
で
小
中
学
校
に

通
知
を
出
す
予
定
は
な
い
。

た
だ
、
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、

内
容
を
確
認
し
て
検
討
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
も
「
新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
に

　

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

  た        しろ　          じゅん      じ

田 代 　 順 二

文
科
省
学
校
給
食
費

保
護
者
負
担
軽
減
を

国
葬
は
国
民
に
弔
意

を
強
制
す
る
の
で
は

令 和 4 年  9  月  9  日

議
員

議
員

議
員

教
育
長

教
育
長

町　

長

町　

長
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萩尾修身議員への

 議員辞職勧告決議を可決

　

７
名
の
住
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
抗
議
文
は
、
長
年
、
萩

尾
議
員
の
飼
い
猫
や
、
萩
尾

議
員
が
餌
を
与
え
て
い
る
野

良
猫
が
、
敷
地
内
に
侵
入
し

糞
尿
を
し
、
悪
臭
や
騒
音
の

被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
何
度

も
本
人
に
注
意
し
た
が
、
萩

尾
議
員
か
ら
は
「
う
ち
の
猫

で
は
な
い
」
「
糞
は
自
分
の

家
に
投
げ
入
れ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
う
だ
け
で
対
応
し
て
も

ら
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
秩
序
を

守
れ
な
い
、
倫
理
観
の
な
い

人
物
が
議
員
を
し
て
い
る
の

は
許
せ
な
い
と
の
内
容
で
、

本
町
議
会
に
は
萩
尾
議
員
に

対
し
、
飼
い
主
の
責
任
を
遵

守
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
、

萩
尾
議
員
に
は
謝
罪
と
改
善

を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

我
々
、
遠
賀
町
議
会
議
員

は
、
町
民
か
ら
負
託
を
受
け

　
　

辞
職
勧
告
決
議
を
求
め
る
動
議
の
要
旨

 

住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
抗
議
文
へ
の
対
応
不
足
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
と
し
て
の
資
質
の
欠
如

 

動
議
の
内
容
（
要
旨
）

 

萩
尾
議
員
の
弁
明
（
要
旨
）

　

会
で
発
言
す
る
。

 

● 

自
分
の
考
え
を
主
張
し
、

　

他
の
議
員
の
指
摘
や
注
意

　

を
無
視
す
る
。

等
、
日
頃
の
行
動
及
び
言
動

は
、
遠
賀
町
議
会
基
本
条
例

第
19
条
に
違
反
し
て
い
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
萩
尾
議
員
に
は
、

事
態
の
重
大
さ
を
真し
ん

摯し

に
受

け
止
め
、
自
ら
の
意
思
に
よ

り
議
員
の
職
を
辞
す
る
こ
と

を
勧
告
す
る
。

　９月定例会最終日の９月 21 日、萩尾修身議員に対し議員辞職を求め

る動議が議員から提出され、採決の結果、賛成多数で可決されました。

　辞職勧告の理由と、動議に対する議論の経緯を掲載します。

　

さ
せ
た
こ
と
。

 

● 

議
会
で
の
協
議
に
お
い
て
、

　

飼
育
方
法
の
改
善
策
の
回

　

答
を
求
め
た
に
も
か
か
わ

　

ら
ず
議
会
へ
の
正
式
な
回

　

答
が
な
い
こ
と
。

 

● 

議
会
に
示
さ
れ
た
チ
ラ
シ

　

に
よ
る
改
善
策
は
、
抗
議

　

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

　

の
で
な
い
こ
と
。

 

● 

町
民
か
ら
の
抗
議
文
が
議

　

会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
は

　

遠
賀
町
議
会
の
恥
ず
べ
き

　

こ
と
で
、
議
員
全
員
の
資

　

質
が
問
わ
れ
る
問
題
に
も

　

か
か
わ
ら
ず
、
議
員
に
対

　

す
る
一
言
の
発
言
も
な
い

　

こ
と
。

　

そ
の
他
に
も
、

 

● 

度
重
な
る
委
員
会
な
ど
で

　

の
遅
刻
。

 

● 

委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
文

　

書
等
の
提
出
期
限
を
守
ら

　

な
い
。

 

● 

十
分
な
調
査
を
行
わ
ず
議

　

こ
の
度
は
、
私
事
の
不
徳

で
町
民
や
議
会
に
ご
迷
惑
を

か
け
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　

特
に
私
個
人
に
対
し
て
、

抗
議
文
と
い
う
厳
し
い
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
非
常
に
反

省
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
辞
職
勧
告
決
議
の
動

議
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
も
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
、

議
会
に
私
事
で
ご
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
に
、
非
常
に
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
十
分
に
気
を
付
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
者
と
し
て
そ
の
立
場
と
職

責
の
重
さ
を
十
分
に
理
解
し
、

法
令
、
条
例
を
遵
守
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
い
倫
理

観
と
良
識
を
も
っ
て
町
民
の

模
範
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

遠
賀
町
議
会
基
本
条
例
第

19
条
第
１
項
に
お
い
て
「
議

員
は
、
町
民
の
信
頼
及
び
負

託
に
応
え
る
た
め
、
高
い
倫

理
観
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
第
２
項
に
お
い

て
「
議
員
は
、
町
民
の
代
表

と
し
て
の
自
覚
と
良
識
を
持

ち
、
議
員
と
し
て
の
品
位
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
萩
尾
議
員
は
、

 

● 

今
回
の
猫
の
飼
育
に
対
す

　

る
町
民
か
ら
の
指
摘
に
対

　

し
て
適
切
な
対
応
を
と
ら

　

ず
、
議
員
と
し
て
の
資
質

　

を
問
わ
れ
る
事
態
を
生
じ
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反
対
討
論
（
要
旨
）

 

賛
成
討
論
（
要
旨
）

住民から提出された抗議文

 

抗
議
文
に
対
す
る

  

萩
尾
議
員
の
発
言
内
容

 

萩
尾
議
員
に
対
す
る

  

各
議
員
か
ら
の
意
見

 

各
議
員
の
発
言
を
受
け
て
の

  

萩
尾
議
員
の
意
見

萩尾議員の辞職を求める動議　　賛成７、反対３で可決
　住民からの抗議文で議会に求められていた萩尾議員への謝罪と改善要求を受け、
３回の協議を行いました。萩尾議員には、議会に対して謝罪文ならびに改善策を
文書で提出するよう求めていましたが、最後まで議会への正式な回答がありませ
んでした。
　結果、動議が提出され、賛成７名、反対３名で動議は可決されました。
　本会議での動議に対する議員の賛成及び反対の意見は次の通りです。

●
本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

　

ま
で
数
回
協
議
を
し
て
お

　

り
、
議
員
辞
職
勧
告
は
、

　

こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
を

　

ほ
ご
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

住
民
か
ら
求
め
ら
れ
て

　

い
る
の
は
指
導
で
あ
り
、

　

こ
こ
で
辞
職
勧
告
を
出
す

　

こ
と
は
我
々
議
会
の
無
力

　

さ
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

●
本
人
が
改
善
点
を
述
べ
て

　

い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
守

　

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

　

い
か
。

●
議
会
か
ら
改
善
策
を
正
式

　

に
何
度
も
求
め
ら
れ
て
い

　

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
提
出

　

し
な
い
の
は
、
一
般
的
な

　

常
識
に
欠
け
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
猫
の
問
題
に
限

　

ら
ず
、
遅
刻
を
す
る
、
文

　

書
の
提
出
期
限
を
守
ら
な

　

い
、
十
分
な
調
査
・
研
究

　

な
く
議
会
で
発
言
す
る
な

　

ど
、
議
員
と
し
て
基
本
的

　

な
資
質
が
欠
け
て
い
る
。

　

抗
議
文
の
提
出
を
受
け
、

議
会
で
は
全
議
員
に
よ
る
３

回
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
協
議
中
の
各
議
員
と

萩
尾
議
員
の
主
な
発
言
内
容

を
掲
載
し
ま
す
。

▼
一
昨
年
の
暮
れ
に
隣
の
方

　

が
苦
情
で
来
た
時
に
、
隣

　

家
の
敷
地
内
の
糞
を
片
付

　

け
「
糞
は
う
ち
の
家
に
捨

　

て
て
下
さ
い
」
と
伝
え
た
。

▼
以
前
も
問
題
に
な
り
、
議

　

長
に
注
意
を
受
け
た
後
、

　

気
を
付
け
て
い
た
が
、
家

　

を
出
入
り
す
る
時
に
猫
が

　

外
に
出
た
り
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
も
数
日
に
一
度

　

見
回
り
を
し
て
い
た
が
、

　

見
回
り
の
範
囲
を
広
げ
、

　

毎
日
見
回
り
を
し
た
い
。

▼
抗
議
文
に
「
何
度
も
本
人

　

に
注
意
し
ま
し
た
」
と
あ

　

る
が
、
言
わ
れ
た
こ
と
は

　

一
度
も
な
か
っ
た
。

▼
２
年
前
か
ら
色
々
と
対
策

　

を
立
て
て
い
る
が
、
家
を

　

飛
び
出
て
２
、
３
日
帰
っ

　

て
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

●
見
回
り
の
範
囲
を
広
げ
る
、

　

毎
日
見
回
る
等
は
、
根
本

　

的
な
改
善
策
で
は
な
い
。

●
前
回
は
隣
の
家
か
ら
苦
情

　

が
あ
っ
た
と
言
い
、
今
回

　

は
苦
情
は
一
度
も
な
か
っ

　

た
と
い
う
の
は
整
合
性
が

　

な
い
。

●
抗
議
者
は
パ
ト
ロ
ー
ル
で

　

な
く
、
し
っ
か
り
し
た
飼

　

育
を
望
ん
で
い
る
。

●
逃
げ
て
２
、
３
日
帰
っ
て

　

こ
な
い
な
ら
、
野
良
猫
を

　

繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が

　

あ
り
、
も
う
パ
ト
ロ
ー
ル

　

で
糞
を
拾
う
と
か
で
済
む

　

問
題
で
は
な
い
。

●
ケ
ー
ジ
の
中
で
飼
う
、
避

　

妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
、

　

ハ
ー
ネ
ス
で
つ
な
ぐ
等
、

　

根
本
的
な
解
決
策
を
再
三

　

伝
え
る
が
、
萩
尾
議
員
か

　

ら
前
向
き
な
意
見
が
出
て

　

こ
な
い
。

●
萩
尾
議
員
が
具
体
的
な
対

　

策
を
立
て
な
い
な
ら
、
議

　

会
と
し
て
以
上
の
経
緯
を

　

説
明
し
、
請
願
者
に
謝
罪

　

す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

▼
今
ま
で
避
妊
手
術
と
か
考

　

え
て
な
か
っ
た
が
、
指
摘

　

を
受
け
た
の
で
、
考
え
て

　

い
き
た
い
。
（
な
お
、
期

　

限
を
区
切
っ
て
、
避
妊
手

　

術
・
去
勢
手
術
を
す
る
・

　

し
な
い
の
回
答
を
す
る
よ

　

う
求
め
た
が
、
返
答
は
あ

　

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

抗
議
文
に
対
す
る

協
議
会
で
の
議
論



議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
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９
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今
年
の
台
風
14
号
は
九
州

上
陸
時
に
も
伊
勢
湾
台
風
並

み
の
強
風
と
言
わ
れ
、
九
州

各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

９
月
19
日
に
は
福
岡
県
の

上
空
を
通
過
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
本
町
は
大
き
な
被

害
を
受
け
ず
に
済
み
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
自
治
体
の
皆

さ
ま
に
は
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
を
経
験
し
、

私
も
台
風
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

台
風
14
号
は
明
け
方
に
最

接
近
し
ま
し
た
が
、
夜
間
の

避
難
は
危
険
を
伴
う
た
め
、

前
日
の
明
る
い
時
間
帯
で
の

判
断
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
時
間
の
判
断
に
は
、

正
確
な
情
報
収
集
が
必
要
に

な
る
た
め
、
今
後
も
国
や
自

治
体
、
メ
デ
ィ
ア
等
が
発
す

る
情
報
を
正
確
に
収
集
し
、

地
域
の
災
害
対
応
に
役
立
て

た
い
と
考
え
ま
す
。

仲
摩　

靖
浩
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次回の定例会は  12月 です
詳しい日程は、11 月下旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（https://www.town.onga.lg.jp）でお知らせします。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

　

９
月
24
、
25
日
に
茨
城
県

潮い
た
こ来
市
の
茨
城
国
体
漕
艇
会

場
の
公
認
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
、

議
会
と
、
男
子
の
お
ん
が
の

赤
し
そ
、
女
子
の
ロ
ッ
ク
Ｋ

Ｉ
Ｚ
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

潮
来
市
は
、
茨
城
県
の
南

東
部
に
あ
り
、
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
水
郷
の

街
と
し
て
ボ
ー
ト
競
技
等
が

盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
選
当
日
は
、
台
風
15
号

の
影
響
に
よ
る
雨
の
中
で
し

た
が
各
チ
ー
ム
と
も
奮
闘
し

ロ
ッ
ク
Ｋ
Ｉ
Ｚ
と
お
ん
が
の

赤
し
そ
は
２
位
で
通
過
し
議

会
は
４
位
で
し
た
。

　

翌
日
の
決
勝
で
は
、
強
風

の
た
め
、
エ
ル
ゴ
に
よ
る
１

０
０
０
ｍ
を
４
人
で
交
代
し

１
人
２
５
０
ｍ
ず
つ
漕
ぐ
競

技
と
な
り
、
各
ク
ル
ー
初
め

て
の
事
で
不
安
に
な
り
ま
し

た
が
、
総
合
順
位
で
は
ロ
ッ

ク
Ｋ
Ｉ
Ｚ
は
７
位
、
議
会
は

13
位
で
し
た
。

　

お
ん
が
の
赤
し
そ
は
２
位

で
表
彰
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い

結
果
を
残
し
、
本
大
会
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
31
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

町
民

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

スタート地点へ向かう議会チーム

（エルゴによる競技）
右上：ロックＫＩＺ
左上：おんがの赤しそ
右下：遠賀町議会

え
が
お
食
堂
に
つ

え
が
お
食
堂
を
始
め
た

以
前
か
ら
社
会
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
地
域

貢
献
を
思
い
立
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
今
は
社
会
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
喜

び
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
状
況
を
教

弁
当
と
食
堂
で
の

食
事
を
合
わ
せ
て
、
１
日
に

約
１
０
０
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
15
名
在
籍
し
、
毎
週

６
、
７
名
の
方
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
や
企
業
、
町

か
ら
支
援
を
受
け
、
エ
ア
コ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
購
入

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
間
の
情
の
厚
さ
に
感
動
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
を
教
え
て

い
て
は
、
現
在
の
活
動
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
後
継
者

づ
く
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
９
月
か
ら
、
え
が
お

食
堂
２
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
、
子
ど
も
塾
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
元
教
員
で
あ

る
柴
田
晴
夫
先
生
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
持
た
れ

た
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
学
習
支
援
や

不
登
校
の
相
談
な
ど
、
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ボランティアの皆さん

　

遠
賀
川
区
で
毎
週
火
曜
日

に
「
え
が
お
食
堂
」
と
い
う

子
ど
も
食
堂
を
運
営
さ
れ
て

い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ど
い
」

の
代
表
、
松
井
力
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

え
て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

松
井
さ
ん

松
井
さ
ん

松
井
さ
ん
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